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９
月
2
7
日
よ
り
３
日
間
。
ス
イ

ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
あ
る
国
連
難

民
高
等
弁
務
官
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ

Ｃ
Ｒ
）
本
部
で
開
催
さ
れ
た
支
援

国
会
議
に
先
行
し
た
非
政
府
組
織

　
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
会
議
に
参
加
し
た
。

貴
重
な
機
会
を
提
供
し
て
い
た
だ

い
た
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
駐
日
地
域
事
務

所
と
難
民
事
業
本
部
に
感
謝
し
た

い
。

　
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
の
抱
え
て
い
る
最

大
の
問
題
の
一
つ
は
実
施
団
体
で

あ
る
Ｎ
Ｏ
Ｏ
の
大
多
数
が
欧
米
の

国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
こ
と
だ
。
イ

ス
ラ
ム
関
係
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
除
く
と

ア
ジ
ア
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
参
加
が
少
な

い
。
何
よ
り
も
困
っ
て
い
る
こ
と

は
ア
ジ
ア
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
特
徴
が
わ

か
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
9
4
年
の
オ
ス
ロ
宣
言
で
も
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
「
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ

と
欧
米
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
発
展
途

上
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
連
携
す
る
必
要

が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ

Ｒ
と
欧
米
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
難
民

キ
ャ
ン
プ
奮
徴
退
す
る
こ
と
に
な

る
か
ら
」
と
。
し
か
し
、
ア
ジ
ア

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
特
徴
が
理
解
で
き
な

い
こ
と
は
、
「
北
と
南
の
連
携
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
、
欧
米
の

国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
ア
ジ
ア
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
と
の
連
携
が
不
可
能
な

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
私

は
そ
う
解
釈
し
て
い
る
。

　
私
に
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ

は
欧
米
の
国
際
Ｎ
Ｏ
Ｏ
が
理

解
で
き
る
「
ア
ジ
ア
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
特
徴
」
で
あ
っ
た
。
五

つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
説
明
を

し
た
。
最
初
の
キ
ー
ワ
ー
ド

は
「
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
」
と

し
た
。
人
間
関
係
に
は
３
種

類
が
あ
る
。
「
フ
レ
ン
ド
シ

ッ
プ
」
、
「
ス
ポ
ン
サ
ー
シ

ヅ
プ
」
、
そ
し
て
「
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
」
で
あ
る
。
ア

ジ
ア
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
何
故
に
他

人
を
助
け
る
の
か
。
「
フ
レ

ン
ド
シ
ッ
プ
」
無
く
し
て
支

援
活
動
は
始
ま
り
に
く
い
。

支
援
活
動
が
始
ま
る
と
「
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
の
人
間

尊
厳
を
破
壊
す
る
ス
ポ
ン
サ
ー
シ

ッ
プ
が
一
番
危
険
で
あ
る
。
ス
ポ

ン
サ
ー
シ
ッ
プ
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
の
決
定
的
な
違
い
は
口
Ｉ
カ

ル
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
あ
る
。

欧
米
の
国
際
Ｎ
ａ
ｏ
の
活
動

は
口
１
カ
ル
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

の
無
い
ス
ポ
ン
サ
ー
シ
ッ
プ

に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
気
を

つ
け
る
べ
し
。
ロ
ー
カ
ル
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
と
は
、
簡
単
に

言
え
ば
、
「
ロ
ー
マ
に
い
て

は
ロ
ー
マ
人
の
如
く
行
え
」

で
あ
る
。

　
二
つ
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

　
「
相
互
扶
助
」
と
し
た
。
困

っ
た
時
は
お
互
い
さ
ま
。
時

系
列
的
に
お
互
い
に
助
け
合

う
か
ら
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

ヲ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
」
が
「
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
に
変
化

す
る
理
論
的
説
明
で
あ
る
。

三
つ
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

　
「
平
和
」
。
四
つ
め
の
キ
ー

ワ
ー
ー
ド
は
「
口
Ｉ
カ
ル
イ
ニ

ッ
プ
の
定
義
に
会
場
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か

ら
賛
同
の
意
見
や
コ
メ
ン
ト
が
た

く
さ
ん
出
た
こ
と
に
加
え
て
、
Ｕ

Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ユ
ニ
ッ
ト
担

当
者
か
ら
来
年
の
課
題
と
し
て
議

論
を
継
続
し
た
い
と
の
感
想
を
い

た
だ
い
た
こ
と
で
あ
る
。
付
記
す

れ
ば
、
定
義
の
明
確
で
な
い
言
葉

の
羅
列
か
ら
は
、
9
4
年
に
提
唱
さ

れ
た
オ
ス
ロ
宣
言
に
あ
る
「
北
と

南
の
連
携
」
の
構
築
は
不
可
能
で

あ
る
と
思
っ
た
。

　
9
4
年
か
ら
提
唱
し
て
い
る
「
西

の
ジ
ュ
ネ
ー
プ
、
東
の
岡
山
」
の

ス
？
Ｉ
ガ
ン
。
オ
ス
ロ
宣
言
に
あ

る
「
北
と
南
の
連
携
」
の
構
築
は
、

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
よ
る
言
葉
の
定
義
と

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
代
表
す
る
ア
ジ
ア
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
役
割
に
よ
っ
て
実
現
す

る
可
能
性
が
あ
る
と
確
信
を
持
っ

た
。
国
際
貢
献
ト
ピ
ア
の
1
0
年
間

の
活
動
に
よ
る
「
県
国
際
貢
献
活

動
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
の
制

定
な
ど
環
境
は
整
備
さ
れ
て
き
て

い
る
。
い
よ
い
よ
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
事
務
所
設
置
に
よ
る
積
極

的
な
国
連
外
交
の
時
が
来
る
。
皆

様
の
ご
支
援
を
お
顔
い
し
た
い
。

（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
代
表
）

　
　
　
　
　
　
　
＝
題
字
は
筆
者

｢西のジュネーブ､東め岡山｣の実現へ

関
係
に
な
る
。
ぐ
Ｉ
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
と
は
困
難
を
共
に
す
る
人
間
関

係
と
説
明
し
た
。
ア
ジ
ア
で
は
長

い
歴
史
を
も
っ
た
人
間
の
誇
り
と

シ
ア
チ
ブ
」
。
五
つ
め
は
「
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
」
だ
っ
た
。

　
私
が
驚
い
た
こ
と
は
、
私
の
フ

レ
ン
ド
シ
ッ
プ
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
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